
 － 有資格シニアの活用と健康に配慮した職場づくり － 

大分石油株式会社  

所 在 地 大分市王子港町 

 

業 種 卸・小売業 

事業内容 石油製品の販売・卸売、自動車部品販

売、太陽光発電システム販売 等 

設 立 年 昭和 24 年 

従業員数 207 人（うち 65歳以上 28 人） 

高年齢者雇用制度 

定年 60 歳（希望者全員 65 歳まで再雇用） 
65 歳以上でも危険物取扱者免許があれば採用
可能 

 

シニア雇用の背景・取組 

当社では、「顧客のサービスに誠意を尽くし社会に貢献することを喜びとする」をモットーに、豊富な

経験により培ってきた技術や知見を有するシニアを積極的に活用しています。 

定年は 60 歳ですが、本人の希望があれば継続雇用を行い、65 歳以上の危険物取扱者乙種 4 類以上の有

資格者を新規で雇用した実績もあります。 
 

 

シニア人材を雇用するうえでの配慮 

シニアには主にセルフサービスステーションでの給油監視業務をやってもらっています。セルフサービ

スステーションは 24 時間営業の店舗もあり、体力面、健康面には特に気を配っており、従業員の個々の

生活に合わせた勤務態勢を心掛けています。 

また、健康増進を目的にシニア世代を含む全従業員を対象にウォーキングキャンペーンを実施し、無理

のない範囲で身体を動かすことを推奨するなどの活動を行っています。 
 

 

活躍シニアのご紹介   安東 義博さん（７７歳） 

私は、「九石ドーム松岡サービスステーション」でセ

ルフ給油の監視業務を担当しています。 

66 歳で他企業を退職後、たまたまスタッフ募集のチラ

シを見て、このまま家でボーッとしていてはいけないと

思い応募しました。 

 ここでは、いろんな人と話ができ、以前勤めていた会

社で得た危険物取扱に関する知識や経験もいかせ、有意

義に仕事をさせてもらっています。 

楽しく仕事をするには、シニアも若い人の中に溶け込

み、「きちん」と付き合えることが大切ですね。 

この仕事を長く続けたいので、休みの日には自宅周辺

をウォーキングして体力維持に努めています。 
 

    

 

監視ブースで仕事中の安東さん 


